
平
成
三
十
年
十
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

四

号

政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
の
具
体
的
な
影
響
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則

14



政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
の
具
体
的
な
影
響
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
三
十
年
十
月
十
二
日
に
、
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
（
以
下
、
本
件
閣
僚

会
議
と
い
う
。
）
を
開
催
し
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
を
進
め
る
た
め
の
、
「
『
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
』
及
び
『
法
務

省
設
置
法
』
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
骨
子
に
つ
い
て
（
以
下
、
「
骨
子
」
と
い
う
。
）
、
を
議
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
日
本
人
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
を
、
日

本
人
よ
り
も
安
い
給
料
で
雇
っ
て
も
良
い
で
す
か
。
も
し
、
良
い
な
ら
ば
、
日
本
人
の
給
料
が
上
が
ら
な
く
な
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
よ
り
安
い
給
料
で
雇
っ
た
場
合
、
何
ら
か
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

二

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。
雇
用
者
が
、
外
国
人

労
働
者
に
残
業
代
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
や
、
不
当
解
雇
を
行
っ
た
場
合
は
、
日
本
人
に
対
し
て
同
様
の
対
応
を
し
た
場

合
と
同
じ
よ
う
に
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
。

三

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
を
、
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃
金
で
雇
用
し
た
場
合
、
罰
則
は
適
用
さ
れ

ま
す
か
。

一



四

特
定
技
能
一
号
及
び
二
号
は
、
健
康
保
険
、
年
金
保
険
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
、
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
か
。
怪
我
や
病
気
の
際
は
、
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
。
特
定
技
能
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
帯
同
す

る
家
族
も
、
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

五

年
金
保
険
料
を
負
担
す
る
特
定
技
能
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
、
途
中
で
帰
国
し
た
場
合
、
日
本
国
内
に
滞
在
中
に
支

払
っ
た
保
険
料
は
返
還
さ
れ
ま
す
か
。

六

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
国
外
退
去
を
命
じ
ら
れ
る
の
は
、
他
の
特
別
な
事
由
が
な
い
場
合
、

仕
事
が
無
く
な
っ
た
時
で
す
か
。
ま
た
、
国
外
退
去
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
罰
則
な
ど
の
強
制
力
は
あ
り
ま
す
か
。

七

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
、
退
去
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
方
法
を
示
し
て
下
さ

い
。

八

日
本
が
不
況
に
な
り
、
日
本
人
と
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
雇
用
者
が
、
労
働
者
を
解

雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
日
本
人
労
働
者
と
外
国
人
労
働
者
の
ど
ち
ら
が
先
に
解
雇
さ
れ
る
と
想
定
し
て

い
ま
す
か
。

九

日
本
が
不
況
に
な
っ
た
場
合
、
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
を
、
出
身
国
に
戻
す
の
で
す
か
。

二



十

「
骨
子
」
で
示
さ
れ
て
い
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
場
合
、
日
本
人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
で
、
特
定
技
能
一

号
な
い
し
は
二
号
を
雇
用
す
る
場
合
、
報
酬
は
誰
と
比
較
す
る
の
で
す
か
。

十
一

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
で
、
五
年
後
に
特
定
技
能
二
号
に
移
行
で
き
る
の
は
、
何
割
程
度
と
想
定
し
て
い
ま

す
か
。
望
め
ば
、
多
く
の
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
が
、
特
定
技
能
二
号
に
移
行
で
き
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

十
二

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
不
況
で
失
業
し
た
ら
、
失
業
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
か
。
受
給

で
き
る
場
合
は
、
最
低
何
か
月
、
最
高
何
か
月
で
す
か
。

十
三

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
失
業
し
た
ら
、
何
日
以
内
に
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
。

右
質
問
す
る
。

三


